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(57)【要約】
【課題】調整条件に応じて対向する光源の電流分配比率
を決定する液晶表示装置を提供する。
【解決手段】
　ＬＥＤ制御部１７は、制御部１５から調整条件である
設置状態を入力すると、ＬＥＤ電流算出処理部１７ａを
起動する。ＬＥＤ電流算出処理部１７ａは、ＬＥＤ電流
分配比率設定テーブル１４ａから設置状態に対応する上
部ＬＥＤと下部ＬＥＤのＬＥＤ電流分配比率を取り出し
、上部ＬＥＤと下部ＬＥＤに分配される電流値を算出す
る。ＬＥＤ制御部１７は、ＬＥＤ電流算出処理部１７ａ
によって算出された上部ＬＥＤと下部ＬＥＤの電流値を
、ＬＥＤ駆動部１８に出力する。ＬＥＤ駆動部１８のＬ
ＥＤ電流制御部１８ａは、ＬＥＤ制御部１７から上部Ｌ
ＥＤと下部ＬＥＤの電流値を入力すると、これらの電流
値に基づいてＬＥＤバックライト２０に供給する電流を
制御する。ＬＥＤバックライト２０は、液晶表示部２１
の背面から光を照射することで映像を表示する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示パネルの対向する２辺に光源を備える液晶表示装置において、
　前記光源の調整条件の１つ又は複数の調整条件の組み合わせに応じて２辺の光源に対す
る電流分配比率を決定する電流分配比率決定手段と、
　前記２辺の光源の前記電流分配比率に基づいて前記２辺の光源の電流を制御する電流制
御手段と、
　を備えることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記調整条件の１つは、設置状態であることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装
置。
【請求項３】
　前記設置状態を検出する設置状態検出手段を備えることを特徴とする請求項２に記載の
液晶表示装置。
【請求項４】
　前記設置状態が設定される設置状態設定手段を備えることを特徴とする請求項２に記載
の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記設置状態は、正置状態、逆置状態、縦置状態、又は平置状態のいずれかであること
を特徴とする請求項２から請求項４のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記電流分配比率決定手段は、前記調整条件の１つが省エネモードのときには、前記２
辺の光源に対応する前記電流分配比率を前記液晶表示装置の全体の電流に応じて変更する
ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記電流分配比率決定手段は、前記調整条件の１つが映像モードのときには、前記２辺
の光源に対する前記電流分配比率を前記映像モードの画質や映像の明るさに応じて変更す
ることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記電流分配比率決定手段は、前記調整条件の１つが使用環境の温度のときには、前記
２辺の光源に対する電流分配比率を前記使用環境の温度に応じて変更することを特徴とす
る請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記電流分配比率決定手段は、前記調整条件の１つが使用環境の明るさのときには、前
記２辺の光源に対する電流分配比率を前記使用環境の明るさに応じて変更することを特徴
とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記電流分配比率決定手段は、前記調整条件の１つが前記液晶表示装置に収納されてい
る機器の配置と前記機器の発熱量のときには、前記２辺の光源に対する電流分配比率を前
記機器の配置と前記機器の発熱量に応じて変更することを特徴とする請求項１に記載の液
晶表示装置。
【請求項１１】
　前記光源は、エッジライトＬＥＤであることを特徴とする請求項１から請求項１０のい
ずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記液晶表示装置は、光源装置であることを特徴とする請求項１から請求項１１のいず
れか１項に記載の光源装置。
【請求項１３】
　表示パネルの対向する２辺に光源を備える液晶表示装置において、
　前記光源の調整条件の１つ又は複数の調整条件の組み合わせに応じて２辺の光源に対す
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る電流分配比率を決定する電流分配比率決定工程と、
　前記２辺の光源の前記電流分配比率に基づいて前記２辺の光源の電流を制御する電流制
御工程と、
　を備えることを特徴とする液晶表示装置の光源調整方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置のバックライトの光源に係り、特に光源の電流調整に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＥＤ（発光ダイオード）の普及により、液晶表示装置のバックライトの光源がＣＣＦ
Ｌ（冷陰極蛍光ランプ）からエッジライト型のＬＥＤ（以下、エッジライトＬＥＤという
）に置き換えられている。このエッジライトＬＥＤを用いることで、液晶表示装置の薄型
化や軽量化が可能となった。また、ＬＥＤはＣＣＦＬに比べ省エネであるので、リチウム
電池等の２次電池を搭載することで高容量化となり、バッテリーで長時間の駆動が可能と
なった。更に、ワイヤレス通信機器を搭載することで、アンテナケーブルの接続が不要と
なり、設置場所を選ばないようになった。このように、液晶表示装置も電子書籍やＰＣタ
ブレット等のように視聴場所を選ばない環境が整い、液晶表示装置を使用した関連商品が
拡大している。そして、チューナを搭載した液晶テレビでも省エネ、薄型化、及び軽量化
が進み、従来テレビのようなスタンドによる固定設置から手軽に設置場所が移動できるク
レドールによる簡易固定やテーブル等への平置き、手に持って使用、手軽な吊り下げ設置
等ができるようになった。また、液晶テレビにバッテリーを搭載し、映像または放送の無
線接続することで、従来テレビのように電気コード及びアンテナを接続せずに、家の中で
自由に視聴設置スタイルが選べるようになった。例えば、１つの商品形態として、表面全
体が映像表示画面であり、バッテリーを搭載し、無線によってチューナから映像信号を受
けるようなｉｐａｄのような液晶テレビも考えられる。
【０００３】
　このように視聴設置スタイルが選べるようになると、液晶表示装置の本来の上下位置を
逆にしたり、又は本来の左右位置を上下にしたり、更にテーブルなどの面に平らに置くな
ど液晶表示装置が設置されるときの状態（以下、設置状態という）が変化するようになる
。しかし、ＬＥＤは、高輝度のため高温となるので、液晶表示装置のＬＥＤが一列に並べ
られている側面は高温となる。従来の液晶表示装置は、この高温により発生した熱をシャ
ーシに放熱、又は自然対流によってセット内に分散して放熱する構造としていた。本来の
上下位置が正しく設置されている状態（以下、正置状態という）であれば、同じような構
造によりＬＥＤの高温による発熱に対処することができるが、本来の上下位置が逆に設置
されている状態（以下、逆置状態という）、左右位置が上下に設置されている状態（以下
、縦置状態という）、及び平らに設置されている状態（以下、平置状態という）などでは
、従来の放熱構造では発熱に対処できないことがある。
【０００４】
　ＬＥＤの発熱を調整する技術として特開２０１０－３２７３１号公報（特許文献１）と
特開２０１０－３２７３０号公報（特許文献２）を挙げることができる。特許文献１と特
許文献２に開示の技術では、ＬＥＤバックライトの入射面の中で周囲温度がより高い部分
の近傍に配置されたＬＥＤに、より低い電流を供給することで、ＬＥＤの発熱を調整する
対策を行っている。また、液晶素子の温度を略均一に保つことで発熱を調整する技術とし
て特開平９－１４６０９４（特許文献３）を挙げることができる。特許文献３に開示の技
術では、照明素子の上側の光源を下側の光源よりも輝度を低くすることにより、上側の光
源の発熱を下側の光源よりも低く抑え、暖められた空気が上昇して照明素子の上方部に溜
った場合でも、照明素子の上下の温度差を小さくしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－３２７３１号公報
【特許文献２】特開２０１０－３２７３０号公報
【特許文献３】特開平９－１４６０９４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１と特許文献２に開示の技術では、周囲温度がより高い部分の近傍に配置され
たＬＥＤにより低い電流を供給することで、ＬＥＤの発熱を調整することができる。また
、特許文献３に開示の技術では、照明素子の上下の温度差を小さくするように上側の光源
の発熱を下側の光源よりも低く抑えることができる。しかし、本来と異なる設置状態であ
るときには、ＬＥＤの発熱を調整することはできない。
【０００７】
　本発明はこのような状況に鑑みてなされたものであり、上記課題を解決できる液晶表示
装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の液晶表示装置は、表示パネルの対向する２辺に光源を備える液晶表示装置にお
いて、前記光源の調整条件の１つ又は複数の調整条件の組み合わせに応じて２辺の光源に
対する電流分配比率を決定する電流分配比率決定手段と、前記２辺の光源の前記電流分配
比率に基づいて前記２辺の光源の電流を制御する電流制御手段と、を備えることを特徴と
している。
　また、本発明の液晶表示装置の前記調整条件の１つは、設置状態とすることを特徴とし
ている。
　また、本発明の液晶表示装置は、前記設置状態を検出する設置状態検出手段を備えるこ
とを特徴としている。
　また、本発明の液晶表示装置は、前記設置状態が設定される設置状態設定手段を備える
ことを特徴としている。
　また、本発明の液晶表示装置の前記設置状態は、正置状態、逆置状態、縦置状態、又は
平置状態のいずれかとすることを特徴としている。
　また、本発明の液晶表示装置の前記電流分配比率決定手段は、前記調整条件の１つが省
エネモードのときには、前記２辺の光源に対応する前記電流分配比率を前記液晶表示装置
の全体の電流に応じて変更することを特徴としている。
　また、本発明の液晶表示装置の前記電流分配比率決定手段は、前記調整条件の１つが映
像モードのときには、前記２辺の光源に対する前記電流分配比率を前記映像モードの画質
や映像の明るさに応じて変更することを特徴としている。
　また、本発明の液晶表示装置の前記電流分配比率決定手段は、前記調整条件の１つが使
用環境の温度のときには、前記２辺の光源に対する電流分配比率を前記使用環境の温度に
応じて変更することを特徴としている。
　また、本発明の液晶表示装置の前記電流分配比率決定手段は、前記調整条件の１つが使
用環境の明るさのときには、前記２辺の光源に対する電流分配比率を前記使用環境の明る
さに応じて変更することを特徴としている。
　また、本発明の液晶表示装置の前記電流分配比率決定手段は、前記調整条件の１つが前
記液晶表示装置に収納されている機器の配置と前記機器の発熱量のときには、前記２辺の
光源に対する電流分配比率を前記機器の配置と前記機器の発熱量に応じて変更することを
特徴としている。
　また、本発明の液晶表示装置の前記光源は、エッジライトＬＥＤであることを特徴とし
ている。
　また、本発明の液晶表示装置は、光源装置とすることを特徴としている。
　また、本発明の液晶表示装置の光源調整方法は、表示パネルの対向する２辺に光源を備
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える液晶表示装置において、前記光源の調整条件の１つ又は複数の調整条件の組み合わせ
に応じて２辺の光源に対する電流分配比率を決定する電流分配比率決定工程と、前記２辺
の光源の前記電流分配比率に基づいて前記２辺の光源の電流を制御する電流制御工程と、
を備えることを特徴としている。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の液晶表示装置が備えるバックライトの光源は、設置状態などの条件に応じて発
熱調整が可能になるので、耐熱性に優れた液晶表示装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施形態に係る液晶表示装置の機能構成を示す図である。
【図２】本発明の実施形態に係る液晶表示装置のＬＥＤバックライトと液晶表示部の構造
を示す図である。
【図３】本発明の実施形態に係る液晶表示装置の設置状態を示す図である。
【図４】本発明の実施形態に係るＬＥＤ電流分配比率設定テーブルの構成を示す図である
。
【図５】本発明の実施形態に係るＬＥＤ電流算出処理のフローチャートである。
【図６】本発明の実施形態に係る液晶制御部（ＴＣＯＮ）とＬＥＤバックライトの第１の
発熱調整方法を説明する図である。
【図７】本発明の実施形態に係る液晶制御部（ＴＣＯＮ）とＬＥＤバックライトの第２の
発熱調整方法を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明を実施するための実施の形態（以下、「実施形態」という）を、図面を参
照して説明する。実施形態の液晶表示装置１は、上部側面と下部側面の両面にエッジライ
トＬＥＤを備える形態である。
【００１２】
　実施形態における液晶表示装置１の機能構成について、図１を用いて説明する。液晶表
示装置１は、操作部１１、装置状態検出部１２、チューナ部１３、記憶部１４、制御部１
５、映像信号処理部１６、ＬＥＤ制御部１７、ＬＥＤ駆動部１８、液晶制御部（ＴＣＯＮ
）１９、ＬＥＤバックライト２０、及び液晶表示部２１から構成されている。記憶部１４
は、ＬＥＤ電流分配比率設定テーブル１４ａを備えている。ＬＥＤ制御部１７は、ＬＥＤ
電流算出処理部１７ａを備えている。ＬＥＤ駆動部１８は、ＬＥＤ電流制御部１８ａを備
えている。
【００１３】
　操作部１１は、ユーザの操作やユーザが設定する液晶表示装置１の設置状態を検出し、
制御部１５に出力する。設置状態検出部１２は、傾斜を測定する加速度センサーまたは上
下位置を検出するＳＷ（スイッチ）などを用いて、計測した傾斜または検出した上下位置
により設置状態を検出し、制御部１５に出力する。記憶部１４は、フラッシュメモリ等か
らなる記憶装置で、制御部１５が実行する処理のプログラムやデータを記憶する。記憶部
１４が備えるＬＥＤ電流分配比率設定テーブル１４ａは、設置状態に対応する上部側面と
下部側面のエッジライトＬＥＤの電流分配比率が記録されているテーブルである。ＬＥＤ
電流分配比率設定テーブル１４ａの構成については、後述する。制御部１５は、液晶表示
装置１全体を制御する。また、制御部１５は、操作部１１または設置状態検出部１２から
設置状態を入力すると、ＬＥＤ制御部１７に設置状態を通知する。
【００１４】
　ＬＥＤ制御部１７は、制御部１５から設置状態の通知を入力すると、ＬＥＤ電流算出処
理部１７ａを起動する。ＬＥＤ制御部１７が備えるＬＥＤ電流算出処理部１７ａは、上部
側面と下部側面のエッジライトＬＥＤに分配される電流値を算出する処理である。ＬＥＤ
電流算出処理部１７ａが実行するＬＥＤ電流算出処理については、後述する。ＬＥＤ制御
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部１７は、ＬＥＤ電流算出処理部１７ａによって算出された上部側面と下部側面のエッジ
ライトＬＥＤの電流値を、ＬＥＤ駆動部１８に出力する。ＬＥＤ駆動部１８は、ＬＥＤバ
ックライト２０の駆動制御を行う。ＬＥＤ駆動部１８の電力は、液晶表示装置１の電源部
（図示せず）から供給される。ＬＥＤ駆動部１８のＬＥＤ電流制御部１８ａは、ＬＥＤ制
御部１７から上部側面のエッジライトＬＥＤと下部側面のエッジライトＬＥＤの電流値を
入力すると、これらの電流値に基づいてＬＥＤバックライト２０に供給する電流を制御す
る。ＬＥＤバックライト２０は、上部側面の一辺と下部側面の一辺にＬＥＤ並べた光源で
、液晶表示部２１の背面から光を照射することで映像を表示する。
【００１５】
　チューナ部１３は、放送波を受信するアンテナ２のアンテナ入力端子に接続され、アン
テナ入力端子から入力する放送波を復調し、映像信号処理部１６に出力する。映像信号処
理部１６は、チューナ部１３から映像信号を入力すると、液晶表示部２１で表示可能な信
号に変換し、液晶制御部（ＴＣＯＮ）１９に出力する。液晶制御部（ＴＣＯＮ）１９は、
タイミングコントローラであり、映像信号処理部１６から映像信号の１ライン分のデータ
を順に入力し、液晶表示部２１の最上部ラインから順に書き込む制御を行う。液晶表示部
２１は、ソースドライバ、ゲートドライバ、及び液晶パネルなどを備え、液晶制御部（Ｔ
ＣＯＮ）１９から順に書き込まれた映像信号の１フレーム分を映像として表示する。
【００１６】
　液晶表示装置１のＬＥＤバックライト１９と液晶表示部２０の構造について、図２を用
いて説明する。液晶表示装置１のＬＥＤバックライト１９と液晶表示部２０の構造は、液
晶パネル３１、光学シート（拡散板）３２、導光板３３、ＢＬシャーシ３４、上部のＬＥ
Ｄ基板３５（以下、上部ＬＥＤ３５という）、下部のＬＥＤ基板３６（以下、下部ＬＥＤ
３６という）、上部ＬＥＤ固定放熱バー３７、及び下部ＬＥＤ固定放熱バー３８から構成
されている。液晶パネル３１、光学シート（拡散板）３２、導光板３３、及びＢＬシャー
シ３４が液晶表示部２１の機器である。上部ＬＥＤ３５、下部ＬＥＤ３６、上部ＬＥＤ固
定放熱バー３７、及び下部ＬＥＤ固定放熱バー３８がＬＥＤバックライト２０の機器であ
る。
【００１７】
　液晶パネル３１は、透明電極が組み込まれた２枚の透明な基板の間に液晶分子を挟み、
透明電極に電圧を加えて液晶分子の向きを変化させて通過する光の状態を制御することで
、画像を表示するパネルである。光学シート（拡散板）３２は、上部ＬＥＤ３５と下部Ｌ
ＥＤ３６の光を拡散させるシートである。導光板３３は、上部ＬＥＤ３５と下部ＬＥＤ３
６の光を液晶パネル３１の背面から照明するために導光を行う背面板である。ＢＬシャー
シ３４は、導光板３３、上部ＬＥＤ３５、下部ＬＥＤ３６、上部ＬＥＤ固定放熱バー３７
、及び下部ＬＥＤ固定放熱バー３８を固定するシャーシである。上部ＬＥＤ３５は、液晶
表示装置１の上部のエッジライトＬＥＤで、上部側面の一辺に並べられているＬＥＤであ
る。下部ＬＥＤ３６は、液晶表示装置１の下部のエッジライトＬＥＤで、下部側面の一辺
に並べられているＬＥＤである。上部ＬＥＤ固定放熱バー３７は、上部ＬＥＤ３５が高温
となることで発生する熱を放出するための孔を備えたバーである。下部ＬＥＤ固定放熱バ
ー３８は、下部ＬＥＤ３６が高温となることで発生する熱を放出するための孔を備えたバ
ーである。
【００１８】
　液晶表示装置１の設置状態について図３を用いて説明する。図３（１）は、上下位置が
正しく設置されている液晶表示装置１の正置状態を示す。図３（２）は、上下位置が逆に
設置されている液晶表示装置１の逆置状態を示す。図３（３）は、左右位置が上下に設置
されている液晶表示装置１の縦置状態を示す。図３（４）は、平らに設置されている液晶
表示装置１の平置状態を示す。
【００１９】
　次に、液晶表示装置１のＬＥＤ電流分配比率設定テーブル１４ａの構成について、図４
を用いて説明する。ＬＥＤ電流分配比率設定テーブル１４ａは、「設置状態」と「ＬＥＤ
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電流分配比率（％）」の項目が設けられている。また、「ＬＥＤ電流分配比率（％）」に
は、「上部ＬＥＤ」と「下部ＬＥＤ」の項目が設けられている。「設置状態」は、図３に
示す液晶表示装置１の設置状態であり、「正置」、「逆置」、「縦置」、及び「平置」が
設定されている。「上部ＬＥＤ」は、図２に示す上部ＬＥＤ３５に対応している。「上部
ＬＥＤ」には、液晶表示装置１のＬＥＤ全体の電流を１００％としたときに、上部ＬＥＤ
３５に供給される電流の分配比率（％）が設定される項目である。「下部ＬＥＤ」は、図
２に示す下部ＬＥＤ３６に対応している。「下部ＬＥＤ」には、液晶表示装置１のＬＥＤ
全体の電流を１００％としたときに、下部ＬＥＤ３６に供給される電流の分配比率（％）
が設定される項目である。このようなＬＥＤ電流分配比率設定テーブル１４ａにおいて、
図４に示すように「設置状態」が「逆置」に対応する「ＬＥＤ電流分配比率（％）」の「
上部ＬＥＤ」には「Ｒ１」、「ＬＥＤ電流分配比率（％）」の「下部ＬＥＤ」には「Ｒ２
」が設定されている。また、ＬＥＤ駆動部１８がＬＥＤバックライト２０に供給するＬＥ
Ｄ全体の電流値をＲ（Ａ）とすると、「上部ＬＥＤ３５」の電流値は、Ｒ×Ｒ１／１００
（Ａ）となる。同様に、「下部ＬＥＤ３６」の電流値は、Ｒ×Ｒ２／１００（Ａ）となる
。
【００２０】
　次に、本発明の実施形態におけるＬＥＤ電流算出処理部１７ａが実行するＬＥＤ電流算
出処理について、図５を用いて説明する。ＬＥＤ制御部１７が制御部１５から設置状態の
通知を入力すると、ＬＥＤ電流算出処理部１７ａを起動する。この起動により、ＬＥＤ電
流算出処理部１７ａがＬＥＤ電流算出処理を実行する。
【００２１】
　まず、ステップＳ１０において、ＬＥＤ電流算出処理部１７ａは、操作部１１または設
置状態検出部１２が検出した「設置状態」を制御部１５から入力する。
【００２２】
　次いでステップＳ２０において、ＬＥＤ電流算出処理部１７ａは、記憶部１４からＬＥ
Ｄ電流分配比率設定テーブル１４ａを取り出す。
【００２３】
　次いでステップＳ３０において、ＬＥＤ電流算出処理部１７ａは、ＬＥＤ電流分配比率
設定テーブルに基づいてステップＳ１０で取り出した「設置状態」に対応する「ＬＥＤ電
流分配比率（％）」の「上部ＬＥＤ」を取り出す。例えば、ステップＳ１０で取り出した
「設置状態」が「縦置」であれば、「縦置」に対応する「ＬＥＤ電流分配比率（％）」の
「上部ＬＥＤ」の「Ｖ１」が取り出される。
【００２４】
　次いでステップＳ４０において、ＬＥＤ電流算出処理部１７ａは、ＬＥＤ電流分配比率
設定テーブルに基づいてステップＳ１０で取り出した「設置状態」に対応する「ＬＥＤ電
流分配比率（％）」の「下部ＬＥＤ」を取り出す。例えば、ステップＳ１０で取り出した
「設置状態」が「縦置」であれば、「縦置」に対応する「ＬＥＤ電流分配比率（％）」の
「下部ＬＥＤ」の「Ｖ２」が取り出される。
【００２５】
　次いでステップＳ５０において、ＬＥＤ電流算出処理部１７ａは、ステップＳ３０で取
り出した「ＬＥＤ電流分配比率（％）」の「上部ＬＥＤ」から上部ＬＥＤ３５の電流値を
算出する。例えば、ステップＳ３０で取り出した「ＬＥＤ電流分配比率（％）」の「上部
ＬＥＤ」が「Ｖ１」で、ＬＥＤ全体の電流値がＲ（Ａ）であれば、上部ＬＥＤ３５の電流
値は、Ｒ×Ｖ１／１００（Ａ）となる。
【００２６】
　次いでステップＳ６０において、ＬＥＤ電流算出処理部１７ａは、ステップＳ４０で取
り出した「ＬＥＤ電流分配比率（％）」の「下部ＬＥＤ」から下部ＬＥＤ３６の電流値を
算出する。例えば、ステップＳ４０で取り出した「ＬＥＤ電流分配比率（％）」の「下部
ＬＥＤ」が「Ｖ２」で、ＬＥＤ全体の電流値がＲ（Ａ）であれば、下部ＬＥＤ３６の電流
値は、Ｒ×Ｖ２／１００（Ａ）となる。
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【００２７】
　次いでステップＳ７０において、ＬＥＤ電流算出処理部１７ａは、上部ＬＥＤ３５の電
流値と下部ＬＥＤ３６の電流値をＬＥＤ駆動部１８に出力し、ＬＥＤ電流算出処理を終了
する。
【００２８】
　本実施形態の液晶表示装置１における液晶制御部（ＴＣＯＮ）１９とＬＥＤバックライ
ト２０の発熱調整方法について説明する。
【００２９】
　まず、ＬＥＤバックライト２０が動作可能な温度条件における余裕（以下、ＬＥＤバッ
クライト２０の温度余裕という）が、液晶制御部（ＴＣＯＮ）１９が動作可能な温度条件
における余裕（以下、液晶制御部（ＴＣＯＮ）１９の温度余裕という）より大きい場合の
第１の発熱調整方法について、図６を用いて説明する。図６（１）は、液晶表示装置１が
正置状態であり、図６（２）は、液晶表示装置１が逆置状態である。図６（１）に示すよ
うに液晶表示装置１が正置状態で、ＬＥＤバックライト２０の温度余裕が液晶制御部（Ｔ
ＣＯＮ）１９の温度余裕より大きい場合には、液晶制御部（ＴＣＯＮ）１９は上部ＬＥＤ
３５による影響を受けないが、下部ＬＥＤ３６による影響を受ける。このような場合には
上部ＬＥＤ３５のみを用いると、上部ＬＥＤ３５から発生する熱は画面の上部分に集中す
るので、液晶制御部（ＴＣＯＮ）１９の温度を更に上昇させることがない。従って、液晶
表示装置１が正置状態であるときは、上部ＬＥＤ３５を点灯し、下部ＬＥＤ３６を消灯す
る。つまり、図４に示すＬＥＤ電流分配比率設定テーブル１４ａの「設置状態」が「正置
」に対応する「ＬＥＤ電流分配比率（％）」の「上部ＬＥＤ」に「１００」を設定し、「
ＬＥＤ電流分配比率（％）」の「下部ＬＥＤ」に「０」を設定する。
【００３０】
　また、図６（２）に示すように液晶表示装置１が逆置状態で、ＬＥＤバックライト２０
の温度余裕が液晶制御部（ＴＣＯＮ）１９の温度余裕より大きい場合には、液晶制御部（
ＴＣＯＮ）１９は下部ＬＥＤ３６による影響を受けないが、上部ＬＥＤ３５による影響を
受ける。このような場合には下部ＬＥＤ３６のみを用いると、下部ＬＥＤ３６から発生す
る熱は画面の上部分に集中するので、液晶制御部（ＴＣＯＮ）１９の温度を更に上昇させ
ることがない。従って、液晶表示装置１が逆置状態であるときは、上部ＬＥＤ３５を消灯
し、下部ＬＥＤ３６を点灯する。つまり、図４に示すＬＥＤ電流分配比率設定テーブル１
４ａの「設置状態」が「逆置」に対応する「ＬＥＤ電流分配比率（％）」の「上部ＬＥＤ
」に「０」を設定し、「ＬＥＤ電流分配比率（％）」の「下部ＬＥＤ」に「１００」を設
定する。
【００３１】
　次に、ＬＥＤバックライト２０の温度余裕が、液晶制御部（ＴＣＯＮ）１９の温度余裕
より小さい場合の第２の発熱調整方法について、図７を用いて説明する。図７（１）は、
液晶表示装置１が正置状態であり、図７（２）は、液晶表示装置１が逆置状態である。図
７（１）に示すように液晶表示装置１が正置状態で、ＬＥＤバックライト２０の温度余裕
が液晶制御部（ＴＣＯＮ）１９の温度余裕より小さい場合には、下部ＬＥＤ３６は液晶制
御部（ＴＣＯＮ）１９による影響を受けないが、上部ＬＥＤ３５は液晶制御部（ＴＣＯＮ
）１９による影響を受ける。このような場合には下部ＬＥＤ３６のみを用いると、液晶制
御部（ＴＣＯＮ）１９から発生する熱が画面の上部分に集中するので、下部ＬＥＤ３６の
温度を更に上昇させることがない。従って、液晶表示装置１が正置状態であるときは、上
部ＬＥＤ３５を消灯し、下部ＬＥＤ３６を点灯する。つまり、図４に示すＬＥＤ電流分配
比率設定テーブル１４ａの「設置状態」が「正置」に対応する「ＬＥＤ電流分配比率（％
）」の「上部ＬＥＤ」に「０」を設定し、「ＬＥＤ電流分配比率（％）」の「下部ＬＥＤ
」に「１００」を設定する。
【００３２】
　また、図７（２）に示すように液晶表示装置１が逆置状態で、ＬＥＤバックライト２０
の温度余裕が液晶制御部（ＴＣＯＮ）１９の温度余裕より小さい場合には、上部ＬＥＤ３
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５は液晶制御部（ＴＣＯＮ）１９による影響を受けないが、下部ＬＥＤ３６は液晶制御部
（ＴＣＯＮ）１９による影響を受ける。このような場合には上部ＬＥＤ３５のみを用いる
と、液晶制御部（ＴＣＯＮ）１９から発生する熱が画面の上部分に集中するので、上部Ｌ
ＥＤ３５の温度を更に上昇させることがない。従って、液晶表示装置１が逆置状態である
ときは、上部ＬＥＤ３５を点灯し、下部ＬＥＤ３６を消灯する。つまり、図４に示すＬＥ
Ｄ電流分配比率設定テーブル１４ａの「設置状態」が「逆置」に対応する「ＬＥＤ電流分
配比率（％）」の「上部ＬＥＤ」に「１００」を設定し、「ＬＥＤ電流分配比率（％）」
の「下部ＬＥＤ」に「０」を設定する。
【００３３】
　なお、実施形態において説明したように、液晶表示装置１の設置状態の検出は、ユーザ
が操作部１１から現在の設置状態を設定する方法と、設置状態検出部１２によって自動で
設置状態を検出する方法との両方、又はいずれかで設置状態を検出することが可能である
。
【００３４】
　また、実施形態においては、液晶表示装置１のＬＥＤ全体の電流値を一定の「Ｒ（Ａ）
」としているが、ＬＥＤ全体の電流についても制御可能である。例えば、パワーセーブを
行う省エネモードのときには、ＬＥＤ全体の電流値を下げることも可能である。また、逆
にこの省エネモードを解除したときには、ＬＥＤ全体の電流値を上げることも可能である
。
【００３５】
　また、実施形態においては、液晶表示装置１の設置状態における発熱調整に基づいて上
部ＬＥＤ３５と下部ＬＥＤ３６のＬＥＤ電流分配比率（％）を決定する例について説明し
たが、例えば、省エネモード、映像モード、室内の温度や室内の明るさなどの使用環境、
又は収納されている機器の配置など（以下、調整条件という）の１つ、又は複数の調整条
件の組み合わせに応じて上部ＬＥＤ３５と下部ＬＥＤ３６のＬＥＤ電流分配比率（％）を
自動的に決定することも可能である。
【００３６】
　例えば、液晶表示装置１がパワーセーブを行う省エネモードのときには、ＬＥＤ全体の
電流が抑えられる。このような場合では、上部ＬＥＤ３５と下部ＬＥＤ３６による発熱量
が小さくなる。このため、発熱量を制御するために決定されたＬＥＤ電流分配比率（％）
の差を小さくすることで輝度の差が小さくなるので、映像の明るさのバランスがよいＬＥ
Ｄ電流分配比率（％）とすることができる。また、映画、ゲーム、またはテレビなどの映
像の種別である映像モードに応じて液晶表示装置１の画質や映像の明るさが変わる。この
ような場合では、映像モードの画質や映像の明るさに適したＬＥＤ電流分配比率（％）と
することができる。また、天井部分の温度だけが高いときなど液晶表示装置１の使用環境
の温度に応じて上部ＬＥＤ３５と下部ＬＥＤ３６の発熱の制御量が変わる。このような場
合では、使用環境の温度も考慮した電流分配比率（％）とすることができる。また、部分
照明などにより室内の一部分が明るいときなど液晶表示装置１の使用環境の明るさに応じ
て上部ＬＥＤ３５と下部ＬＥＤ３６の輝度の制御量が変わる。このような場合では、使用
環境の明るさも考慮した電流分配比率（％）とすることができる。また、収納されている
機器の配置とその発熱量に応じて上部ＬＥＤ３５と下部ＬＥＤ３６の発熱の制御量が変わ
る。このような場合では、収納されている機器の配置とその発熱量に応じた電流分配比率
（％）とすることができる。
【００３７】
　以上の調整条件により、図４に示すＬＥＤ電流分配比率設定テーブル１４ａの設定例に
ついて説明する。例えば、「設置状態」が「正置」で、「上部ＬＥＤ」の「Ｎ１」が「２
０％」、「下部ＬＥＤ」の「Ｎ２」が「８０％」であるときに、「設置状態」が「逆置」
では、「上部ＬＥＤ」の「Ｒ１」が「８０％」、「下部ＬＥＤ」の「Ｒ２」が「２０％」
となる。しかし、「設置状態」が「逆置」において、液晶表示装置１が省エネモードのと
きには、ＬＥＤ全体の電流が抑えられることで、「上部ＬＥＤ」の電流も抑えられる。ま
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た、「上部ＬＥＤ」と「下部ＬＥＤ」の電流の差により映像の明るさがアンバランスとな
ることがある。このような場合では、「上部ＬＥＤ」の「Ｒ１」を「７０％」、「下部Ｌ
ＥＤ」の「Ｒ２」を「３０％」などのように設定すると、発熱調整及び映像の明るさのア
ンバランス解消に効果がある。また、「設置状態」が「平置」であるときには、通常は「
上部ＬＥＤ」と「下部ＬＥＤ」が同じ状態となるので、「上部ＬＥＤ」の「Ｆ１」と「下
部ＬＥＤ」の「Ｆ２」は共に「５０％」とになる。しかし、「設置状態」が「平置」にお
いて、液晶表示装置１の「上部ＬＥＤ」側の照明が明るい場合には、「上部ＬＥＤ」の「
Ｆ１」を「４０％」、「下部ＬＥＤ」の「Ｆ２」を「６０％」などのように設定すること
で、映像の明るさのアンバランス解消に効果がある。
【００３８】
　以上、具体的な実施形態により本発明を説明したが、上記の実施形態は本発明の例示で
あり、それらの各構成要素の組み合わせにいろいろな変形例が可能なこと、またそうした
変形例も本発明の範囲にあることは当業者に理解されるところである。
【産業上の利用可能性】
【００３９】
　本発明は、液晶表示装置に好適であるが、光源を有する装置（以下、光源装置という）
に適用可能である。
【符号の説明】
【００４０】
　　１・・・・・・・液晶表示装置
　　２・・・・・・・アンテナ
　１１・・・・・・・操作部
　１２・・・・・・・設置状態検出部
　１３・・・・・・・チューナ部
　１４・・・・・・・記憶部
　１４ａ・・・・・・ＬＥＤ電流分配比率設定テーブル
　１５・・・・・・・制御部
　１６・・・・・・・映像信号処理部
　１７・・・・・・・ＬＥＤ制御部
　１７ａ・・・・・・ＬＥＤ電流算出処理部
　１８・・・・・・・ＬＥＤ駆動部
　１８ａ・・・・・・ＬＥＤ電流制御部
　１９・・・・・・・液晶制御部（ＴＣＯＮ）
　２０・・・・・・・ＬＥＤバックライト
　２１・・・・・・・液晶表示部
　３１・・・・・・・液晶パネル
　３２・・・・・・・光学シート（拡散板）
　３３・・・・・・・導光板
　３４・・・・・・・ＢＬシャーシ
　３５・・・・・・・上部のＬＥＤ基板（上部ＬＥＤ）
　３６・・・・・・・下部のＬＥＤ基板（下部ＬＥＤ）
　３７・・・・・・・上部ＬＥＤ固定放熱バー
　３８・・・・・・・下部ＬＥＤ固定放熱バー
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